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★町の人口★人口10,175(-13）男4,815(- 6）女5,360（一7）世帯合計3,415(- 1) 62年8月末日現在）内は前月との比較です 

「ー“ 

I

古い広報「あかい‘ナ」を探し 

1

ています。 

1

昭禾F30 年、 40 年、 50年代の 

’ どんなものでも結構です。 

是非一報下さい。 

 ~~一一‘~ 

【赤池中学校体育祭】 



町民1人当りの使いみち 
（一般会計：円） 

民 生 費 71, 698 

公 債 費 94, 696 

労 働 費 
~ 

82, 633 

土 木 費 51, 054 

衛 生 費 30, 979 

総 務 費 32, 532 

教 育 費 29, 341 

農林水産業費 15, 437 

費
 

防
 

巾賞『 
こj
' 

9, 904 

議 会 費 7, 062 

災害復旧費 8, 149 

商 工 費 638 

そ の 他 23, 729 

計 457, 852 

ト14支所集会所建設事業‘ 

l2,096万円、うち県費補助金622万円、 
、起債1,210万円、ー般財源264万円 ノ 

●お役に立っています 

簡易保険・郵便年金 

14支所集会所建設費のうち 

の、1210万円などは、みなさ 

んが加入している郵便局の簡 

易保険や郵便年金の積立金の 

1 部が融資され、豊かな町づ 

くりのため活用されています。 

貴単年度（61年度）収支は暴嘉 
なんですが、なにしろ 

ツケ（借金）の支払いが多くて 
普通会計赤字額2億9,281 万円 

（繰越額含む） ※普通会計の表については決算統計から掲載しました。 

× 

算
総
額
が
五
億
百
三
万
九
千
円
と
な
り
 

ま
し
た
。
内
容
は
、
特
別
調
整
交
付
金
 

の
増
収
に
よ
り
、
六
十
一
年
度
の
歳
入
 

不
足
額
が
減
少
し
た
た
め
、
前
年
度
繰
 

上
充
用
金
を
減
額
補
正
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
 

計
補
正
予
算
‘
一
億
三
千
九
百
四
十
五
 

万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
が
四
 

億
一
千
六
百
八
十
二
万
円
と
な
り
ま
し
 

た
。
内
容
の
主
な
も
の
は
、
貸
付
金
で
 

一
億
四
千
七
百
五
十
万
円
、
 
一
時
借
入
 

金
の
利
子
と
し
て
六
百
万
円
、
長
期
滞
 

納
者
に
対
し
て
の
訴
訟
費
用
と
し
て
三
 

百
万
円
な
ど
で
す
。
 

変
更
・
一
部
変
更
 

. 

⑥
大
字
及
ひ
字
の
区
域
の
変
更
‘
現
在
 

民
間
に
よ
る
住
宅
地
の
造
成
が
行
わ
れ
 

て
い
ま
す
が
、
こ
の
造
成
地
は
、
大
字
 

市
場
と
大
字
赤
池
の
二
つ
の
行
政
区
域
 

に
ま
た
が
っ
て
い
る
た
め
、
将
来
、
こ
 

の
地
区
に
住
む
住
民
の
こ
と
や
、
今
後
 

の
行
政
運
営
面
に
お
い
て
支
障
を
き
た
 

し
ま
す
の
で
、
造
成
地
の
一
部
の
行
政
 

つか藤51億3,656万円 
III議I鷺嚢難瓢 
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一般会計＋住宅資金等貸付事業特別会引ー… ゾ つ騒48億5,642万円 

．…1薫纂§§繊難3難甘 

11鷲’.’ー664万Eq鴛1…鷲 

6億3, 004万円（12.3) 

建設事業費 

公 債 費 

人 件 費 

4億5,715万円（8.9) 出資金 
・貸付金 

3億4.238万円（6.7) 

2億7,618万円（5.4) 

2億5.482万円（4.9) 

2億3.106万円（4.5) 

扶 助 費 

補助費等 

物 件 費 

前年度繰上 
充用金 

そ の他，議6.495万円（1.3） ノ 
( ）は全体の割合、単位】9互／ 

地方交付税 

国庫支出金 

地 方 債 

県支出金 

一―- ”ーー’' ’「1 '1 「二二 7 

マ.693)5旦］(38.5）舞，ー．ー．ー，ー

9億4.885万円（19.5J 

8億4,080万円（17 .3) 

4億6, 144万円（9.5) 

3億1,594万円（6.5 

1億4,067万円（2.9 

税 収 入 

諸 収 入 

分担金 
・負担金 1億1,696万円（2.4) 

3,728万円（0.8) 

1億2,755万円（2.6)「 

財産収入 翻 

そ の 他 

) ー～ ー、 

区
域
の
見
直
を
す
る
も
の
で
す
。
 

⑥
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
規
約
・
 

福
岡
県
自
治
振
興
組
合
規
約
の
そ
れ
ぞ
 

れ
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
協
議
‘
い
 

ず
れ
も
現
在
の
組
合
事
務
所
の
位
置
を
 

変
更
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
 

ま
し
た
。
 

条 

例 

⑥
赤
池
町
文
化
財
保
護
条
例
の
制
定
‘
 

赤
池
町
に
は
興
国
寺
の
木
像
、
古
文
 

書
、
東
光
寺
か
ら
出
土
し
た
銅
製
経
筒
 

な
ど
の
県
指
定
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
 

が
、
こ
の
条
例
は
、
そ
れ
以
外
の
町
内
 

に
存
在
す
る
文
化
財
で
、
赤
池
町
に
と
 

っ
て
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
保
存
や
活
 

用
の
た
め
、
条
例
を
制
定
し
、
町
民
の
 

文
化
的
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
上
水
道
の
設
置
等
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

‘
貴
船
水
源
開
発
に
よ
る
上
水
道
施
設
 

拡
張
計
画
に
伴
な
い
条
例
を
改
正
し
ま
 

す。 

報
 

告
 

× 

〇
昭
和
六
十
一
事
業
年
度
土
地
開
発
公
 

社
決
算
‘
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
 

法
人
で
あ
る
た
め
、
町
議
会
に
報
告
し
 

ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
六
＋
一
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
報
告
‘
行
政
事
務
監
査
の
結
果
が
 

監
査
委
員
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

請
願
・
陳
情
 

⑨
国
民
食
料
の
確
保
、
国
土
保
全
お
よ
 

び
米
の
市
場
開
放
、
農
産
物
輸
入
自
由
 

化
阻
止
に
関
す
る
請
願
‘
採
択
 

〇
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
設
備
設
 

置
に
関
す
る
請
願
‘
採
択
 

＠
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
意
 

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願
‘
採
択
 

⑨
「
私
学
助
成
の
強
化
」
に
つ
い
て
の
 

陳
情
→
採
択
 

一
般
質
間
 

岡
今
年
三
月
に
出
さ
れ
た
 
「
地
域
改
善
 

対
策
啓
発
推
進
指
針
」
 
に
対
す
る
町
の
 

議会だより 昭
和
六
十
二
年
第
九
回
九
月
定
例
町
 

議
会
が
、
九
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
の
 

二
日
ま
で
五
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
 

昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
決
算
や
町
 

立
病
院
な
ど
の
特
別
会
計
の
決
算
の
認
 

定
議
案
、
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
 

補
正
予
算
、
赤
池
町
文
化
財
保
護
条
例
 

の
制
定
な
ど
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
活
 

（単位】千円） 昭和61年度各特別会計の決算状況 
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歳 人 歳 畠 差引額 累積額 

巨立1丙院事業 675,099 647,148 27,951 3

? 

9
〕 0

 
3
 

っ乙 4
 

△
 

庫蘇蕪霧 474,990 482,172 L 7,182 / 
巨灰履犀可 202,827 192.206 10,621 △350,309 

巨罵蕪蕪藤‘ 471,189 528.590 △57, 401 ノイ 
巨入保健事業 680,512 704.569 △24,057 / 

対
応
は
？
・
又
、
今
後
の
町
の
同
和
行
政
 

の
進
み
方
に
つ
い
て
？
・
 

圏
「
地
域
改
善
対
策
啓
発
推
進
指
針
」
 

に
は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
 

は
こ
の
指
針
を
作
成
す
る
た
め
、
全
国
 

各
地
よ
り
十
数
名
の
委
員
が
集
ま
り
、
 

委
員
会
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
 

委
員
会
に
お
い
て
充
分
に
検
討
さ
れ
た
 

も
の
で
は
な
く
、
総
務
庁
独
自
に
作
成
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
 

傾
倒
す
べ
き
物
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
 

を
そ
の
ま
ま
、
赤
池
町
の
同
和
行
政
に
 

あ
て
は
め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
 

こ
の
指
針
の
中
に
は
、
事
業
に
よ
り
改
 

善
の
終
っ
た
同
和
地
区
は
、
そ
の
指
定
 

を
解
除
し
た
自
治
体
の
例
が
あ
り
各
町
 

村
も
そ
の
方
向
で
町
づ
く
り
を
す
る
よ
 

う
に
、
と
あ
り
ま
す
が
、
同
和
問
題
と
は
、
 

事
業
が
終
れ
ば
、
そ
れ
で
全
て
終
り
だ
 

と
い
う
安
直
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

い
ま
だ
に
差
別
意
識
が
残
っ
て
い
る
事
 

は
、
悲
し
い
で
す
が
事
実
で
す
。
そ
の
 

人
た
ち
の
心
に
訴
え
、
町
民
一
人
ひ
と
 

り
が
心
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
生
き
て
い
 

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

「
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

「

三

 

発
な
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

決 

算 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
 

出
決
算
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
事
 

業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
住
宅
新
築
資
金
貸
 

付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑨
昭
和
六
十
一
年
度
老
人
保
健
特
別
会
 

計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
上
水
道
事
業
会
計
 

歳
入
歳
出
決
算
 

以
上
、
六
つ
の
決
算
に
つ
い
て
は
別
 

表
の
と
お
り
で
す
。
 

補
正
予
算
 

〇
昭
和
六
十
ニ
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 

算
→
一
千
六
十
九
万
二
千
円
を
追
加
 

補
正
し
、
予
算
総
額
が
四
十
二
億
八
千
 

五
百
三
十
四
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

内
容
の
主
な
も
の
は
、
小
学
校
、
保
育
 

所
を
対
象
と
し
た
学
童
農
園
の
設
置
に
 

か
か
る
経
費
、
遠
賀
川
水
系
の
排
水
樋
 

門
の
操
作
管
理
に
係
る
経
費
、
小
、
中
 

学
校
の
理
科
教
育
設
備
備
品
の
購
入
及
 

び
校
内
放
送
設
備
の
整
備
な
ど
の
経
費
 

な
ど
で
す
。
 

⑨
昭
和
六
十
ニ
年
度
国
民
健
康
保
険
事
 

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
二
千
 

四
百
八
十
一
万
七
千
円
を
減
額
し
、
予
 

け
る
よ
う
な
赤
池
町
づ
く
り
を
、
町
行
 

政
が
主
体
性
を
も
っ
て
推
進
し
て
い
き
 

ま
す
。
 

岡
田
川
地
区
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
 

ー
の
動
き
に
つ
い
て
？
・
又
、
本
町
の
対
 

応
は
？
そ
れ

2
高
齢
者
の
方
が
生
活
の
 

た
め
、
健
康
な
間
は
働
き
た
い
が
、
そ
 

の
場
所
の
確
保
な
り
生
活
の
保
障
は
？
・
 

圏
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
 

は
、
田
川
地
区
の
市
町
村
長
会
で
、
「
人
 

材
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
 

を
設
置
し
て
も
仕
事
が
あ
る
の
か
？
こ
 

の
問
題
は
残
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
 

町
と
し
て
は
、
市
町
村
長
会
な
ど
に
積
 

極
的
に
と
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
又
、
 

高
齢
者
の
方
の
働
く
場
所
、
生
活
の
保
 

障
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
方
た
ち
の
 

意
見
な
り
生
活
を
よ
く
ふ
ま
え
て
、
対
 

処
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

町

長

訓

辞

 

「
悲
し
い
事
で
す
が
、
住
宅
新
築
等
 

の
貸
付
の
よ
う
に
町
行
政
が
町
民
を
相
 

手
に
訴
訟
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た
 

ち
行
政
職
員
の
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
 

こ
と
も
原
因
の
ー
つ
で
す
。
水
道
、
家
 

賃
な
ど
の
使
用
料
、
 

各
種
の
税
金
の
徴
 

収
な
ど
今
ま
で
以
 

上
に
足
を
運
び
汗
 

を
流
し
て
努
力
す
 

る
よ
う
に
」
 
と
の
 

訓
辞
を
役
場
の
各
 

課
長
に
し
ま
し
た
。
 

木の日 一 8日（林野庁） 
全国防犯運動旬間一11日～20日（警察署） 



第2次 
赤池町 
総合計画 

の主役はあ 

、4 ノ 

老人ホーム天郷荘 

ぎ型’"J馴1加1樹笠端師 
‘ 、i )!! , tilt 

EI難 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

町
内
の
長
寿
番
付
 

主要施策 
隣1期基本計画

基本方針 
本構想 基 

◆計画期間/部1年度～S65年度〇テーマ/「出合いとふれあいと安らぎの場の創造」人ロフレームノ1a200人 

田中 テルさん（女）M24 .5.16 (96歳）〔上野病院〕 

深見 ヤスさん（女）M25.6.24生（95歳）〔慶寿園〕 

皆川 ョ子さん（女）M26 .1 . 4生（95歳）〔常 福〕 

皆川 トモさん（女）M26.1 .21生（95歳）〔堀 田〕 

堀 辰野さん（女）M25.8.28生（95歳）〔石 松〕 

山尾 かつさん（女）M26 .3.13生（95歳）〔中町団地〕 

ii石カョ さん（女）M26.7. 9生（94歳）〔慶寿園〕 

太田 久松さん（男）M26.4 .10生（94歳）〔中 里〕 

安武 菊蔵さん（男）M26 .9. 10生（94歳）〔薬王寺〕 

） 太田アキノさん（女）M26.5.26生（94歳）〔大久保〕 

三好 ウメさん（女）M27.3.29生（94歳）〔猿畑1 〕 

秋元ミクエさん（女）M26.4.15生（94歳）〔車道2 〕 
62年9 月15日現在94歳以上の方たちです 

、
 

朝
、
タ
、
め
っ
き
り
と
 

涼
し
さ
を
増
し
た
九
月
十
 

六
日
 
「
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
 

荘
」
 

で
敬
老
会
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
会
場
は
、
お
年
 

寄
自
ら
の
手
で
美
し
く
飾
 

り
つ
け
ら
れ
、
歌
に
踊
り
 

来
賓
の
方
た
ち
と
の
楽
し
 

い
ゲ
ー
ム
な
ど
、
も
り
だ
 

く
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
で
 

予
定
さ
れ
た
二
時
間
を
三
 

十
分
以
上
も
オ
ー
バ
ー
す
 

る
、
心
の
こ
も
っ
た
敬
老
 

会
で
、
長
寿
の
お
祝
い
を
 

し
ま
し
た
。
 

〇集会施設の整備を進めるとともに、町民会館 

の機能充実をはかる。 

〇学校教育施設の有効活用についての検討を進 

める。 

〇指導者の発堀、養成に努め、社会教育講座0) 

充実をはかる。 

〇住民が気軽に自分たちの望む学習を行うこと 

ができるよう社会教育講座の連携を強化し、 

町民学習ネットワークを構築する。 

〇（仮称）上野総合運動公園の整備を促進する。 

●町民運動会、各種スポーツ大会の充実をはか 

る。 

●スポーツ指導員の発堀、養成をはかるととも 

（こ、各種スポーツ団体の育成に努める。 

〇子供から老人まで手軽に楽しむことのできる 

スポーツの普及をはかる。 

〇彦山川の河川敷きにサイクリング道路を設置 

し、直方市のサイクリング道路と結ぶ。 

〇各種体力づくりにより、住民の健康管理教育 

を図る。 

〇学校教員、行政職員の同和研修活動を充実し 

意識向上をはかる。 

●学校教育、社会教育の場等において、あらゆ 

る機会を通じ人権教育の徹底を促進する。 特 

に、地区懇談会を実施し、あらゆる差別0ソ散 

廃についての啓蒙、啓発活動の充実をはかる。 

〇男女雇用機会均等法についての周知徹底をは 

かり、職場における性差別を廃止するよう努 

める。 

〇郷土文化の見直し、堀り起こし運動を推進す 

る。 

●町民文化祭の充実をはかる。 

●優れた風景、街並みを創出するため、有志に 

よる（仮称）まちなみデザイン会議を設置し 

．本町の風景、まちなみに対する提言活動を行 

う。 

●広域圏での協力により文化センターの建設を 

促進する。 

住民の生涯学習意欲を高めるた 

め、社会教育活動の多様な展開を 

はかるとともに場0妬倒呆に努める。 

13 ．社会教育】 

住民の生涯学習意欲の向上に応え 【 

るため、誰もが気軽に参加できる開丁 

かれた社会教育活動を積極的に展開 I 

する。 特に、指導者の発堀、育成に I 

努めるとともに教育の場づくりを推 I 

進する。 

住民の健康を守り、明るい活力 

のあるまちづくりをすすめるため 

スポーツ活動0ブ易の整備、指導者 

の確保に努める。 

」4 ．社会体育】 

住民0ソ建康0)雀保と、スポーツに 

対する欲求にこたえるため、全住民 

がいつでも気軽に家族ぐるみ、地域 

ぐるみでスポーツに参加できるよう 

体育施設の整備および有効活用を推 

進し、体育指導員の育成をはかる。 

行政職員をはじめ、住民全員0) 

人権意識の向上をはかり、あらゆ 

る差別0）撤廃を目指す。 また、同 

札］地区住民の生活安定、地位向上 

のため職業の安定に努める。 

15 ．同和対策】 

憲法（こ保障されるように、人間0) 

基本的人権（生命、自由、幸福0万宣 

究0淋荏利）は、誰にも侵すことので 

きない権利て喝うり、またすべての人 

は法の下に平等であることの認識を 

絶間ない、啓蒙、啓発活動によって 

全町民に浸透させ、真に平等で安心 

して暮せる社会を築いていく。 

郷土に対する誇りと愛着を育み 

新たな地域文化の創造のため積極 

的に文化的環境づくりを推進する。 

-[6 ．地域文化】 

町民共有の財産である先人が遺し 

てくれた有形、無形の文化遺産の保 

護に努めるとともに、広く町民に伝 

承することにより、郷土への誇りと 

愛着心を育む。 

また、町民が秀れた芸術、文化に 

解れる機会の創出に努め、新しい地 

域文化を創造していく。 

豊
か
な
心
で
 21 

世
紀
を
担
う
人
づ
く
り
に
向
け
て
 

．りて,ザw

‘り→一“～ー 
ー 

、
趣
臓
M
 

‘ 赤池町敬老会 
f 
I 
辛 

10月15日11時から 

場所一町民会館 

※博多玄海さんも来ます 

楽しんで下さい 

ー
資
、
→
」
遣
4
.，、h

. 

9月15日の敬老の日、日野町長は、町内の 

最高齢者、田中テルさんが入院されている、 

上野病院へ敬老訪間をしました。 

r1日も早く元気になって下さい」との町 

長の激励の言葉に、田中さんは、さかんにう 

なずいていました。 
こ‘’、’ーー；、ュAー・’ニマ～1こ，.., .z 』

 
一 

赤
池
町
消
防
団
（
谷
冨
次
団
長
 

、

 
百
三
十
一
人
）
は
、
い
ざ
と
い
う
 

し
と
き
に
、
み
な
さ
ん
の
生
命
と
財
 

産
を
守
る
た
め
日
頃
か
ら
訓
練
を
 

な積み重ねていますo

三カ月に 

、
ノ
ー
度
は
、
 

一
分
団
か
ら
六
分
団
ま
 

●
・
ふ
で
と
、
本
部
分
団
の
全
分
団
か
早
 

ト
し
朝
、
町
民
会
館
に
集
合
し
、
団
長
 

、

 
が
想
定
し
た
訓
練
項
目
に
従
い
、
 

‘
た
め
池
や
河
川
で
放
水
な
ど
の
訓
 

1

練
を
行
っ
て
い
ま
す
o
 

t

 
九
月
ハ
日
囲
も
、
午
前
‘
ハ
時
か
 

、
才
ら
、
赤
池
橋
ト
河
川
敷
で
放
水
訓
 

・
フ
練
を
行
い
ま
し
た
。
ハ
台
の
消
防
 

，
》
一
車
と
八
十
人
の
団
員
が
参
加
、
約
 

三
十
分
に
わ
た
り
放
水
を
行
い
ま
 

パ
よ
し
た
o

そ
の
他
に
も
、
田
川
地
区
 

,
t

消
防
本
部
と
合
同
で
、
水
防
訓
練
 

t

を
行
っ
た
り
、
新
分
団
員
の
教
養
 

、
オ
訓
練
な
ど
を
重
ね
て
い
ま
す
o
 

備えてあ 

'7
・8
区
の
お
年
寄
の
み
な
さ
ん
 

町
内
「
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
 

社
会
奉
仕
の
日
に
各
地
で
お
年
一
 

寄
り
の
方
が
奉
仕
し
ま
し
た
。
 

ト
 17 
支
所
の
お
年
寄
の
み
 な
さ
ん
 

な
 

ト
町
議
員
、
あ
き
か
ん
拾
い
 

き
 

好
 す

 
で
 全国労働衛生週間 1日～7日（労働省） 体力づくり強調月間11日～31日（総務庁） 



I主要施策
  r i 期基本言f画1 
基本方針l L一ー 

第2次 
赤池町 
総合計画 

◆計画期間1部1年度～S65年度eテーマ！「出合いとふれあいと安らぎの場の創造」人ロフレームノ1 a 200人 

「〇集会施設の整備を進めるとともに、町民会館 

~ の機能充実をはかる。 

巨学校教育施設の有効活用についての検討を進 

I める。 

ト〇指導者の発堀、養成に努め、社会教育講座0) 

~ 充実をはかる。 

L〇住民が気軽に自分たちの望む学習を行うこと 

ができるよう社会教育講座の連携を強化し、 

町民学習ネットワークを構築する。 

〇（仮称）上野総合運動公園の整備を促進する。 

● EBJ民運動会、各種スポーツ大会の充実をはか 

る。 

●スポーツ指導員の発堀、養成をはかるととも 

（こ、各種スポーツ団体の育成に努める。 

〇子供から老人まで手軽に楽しむことのできる 

スポーツの普及をはかる。 

〇彦山川0お可JIl敷きにサイクリング道路を設置 

し、直方市のサイクリング道路と結ぶ。 

〇各種体力づ＜りにより、住民の健康管理教育 

を図る。 

〇学校教員、行政職員の同和研修活動を充実し 

意識向上をはかる。 

●学校教育、社会教育の場等において、あらゆ 

る機会を通じ人権教育の徹底を促進する。 特 

（こ、地区懇談会を実施し、あらゆる差別の徹 

廃についての啓蒙、啓発活動の充実をはかる。 

〇男女雇用機会均等法についての周知徹底をは 

かり、職場における性差別を廃止するよう努 

める。 

ー〇郷土文化の見直し、堀り起こし運動を推進す 

る。 

ー〇日II民文化祭の充実をはかる。 

べつ優れた風景、街並みを創出するため、有志に 

よる（仮称）まちなみデザイン会議を設置し 

，本町の風景、まちなみに対する提言活動を行 

う。 

Hつ広域圏での協力により文化センターの建設を 

促進する。 

住民の生涯学習意欲を高めるた 

め、社会教育活動の多様な展開を 

はかるとともに場の確保に努める。 

イ3 ．社会教育】 

住民の生涯学習意欲の向上に応え ~ 

るため、誰もが気軽に参加できる開 

かれた社会教育活動を積極的に展開 I 

する。 特に、指導者の発堀、育成に ~ 

警 とともに教育0ソ易づくりを推【 
〕匡す句o 

住民の健康を守り、明るい活力 

のあるまちづくりをすすめるため 

スポーツ活動の場の整備、指導者 

0妬倒呆（こ努める。 

イ4 ．社会体育】 

住民の健康cJ妬雀保と、スポーツに 

対する欲求にこたえるため、全住民 

がいつでも気軽に家族ぐるみ、地域 

ぐるみでスポーツに参加できるよう 

体育施設の整備および有効活用を推 

進し、体育指導員の育成をはかる。 

よ
・
ヘ
ア
ー
ス
優
勝
 

町
長
杯
少
年
野
球
大
会
 

雨
模
様
の
9
月
6

日、 

町
民
G

に
上
野
イ
ー
グ
ル
 

ス
を
は
じ
め
近
隣
の
少
年
 

野
球
 14 

チ
ー
ム
を
招
待
。
 

こ
と
し
で
 13 

回
を
か
ぞ
え
る
大
会
は
日
 

野
町
長
の
始
球
式
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
 

ク
ー
球
入
魂
）
の
結
果
は
、
赤
池
ジ
ュ
 

ニ
ア
ベ
ア
ー
ズ
が
優
勝
、
別
パ
ー
ト
の
 

赤
池
ベ
ァ
ー
ズ
は
準
優
勝
。
上
野
イ
ー
 

グ
ル
ス
は
、
ジ
ュ
ニ
ァ
共
ど
も
善
戦
。
 

バ
レ
ー
部
の
 

7
日
、
中
学
校
体
 

審
判
講
習
会
 
育
館
に
町
内
9

チ
ー
 

ム
か
ら
 48 

人
が
参
加
。
 
こ
の
日
の
講
師
 

は
伏
原
の
早
川
久
美
子
さ
ん
、
旧
友
の
 

小
笹
砂
代
さ
ん
。
 

毎
月
行
わ
れ
る
リ
ー
グ
戦
を
自
主
運
 

5 ．同和対策】 1 
行政職員をはじめ、住民全員0) 

ノ、権意識の向上をはかり、あらゆ 

る差別の撤廃を目指す。 また、同 

和地区住民の生活安定、地位向上 

のため職業の安定に努める。 

憲法に保障され．るように、人間0) 

基本的人権（生命、自由、幸福の追 

究0舛佳利）は、誰にも侵すことので 

きない権利であり、またすべての人 

は法の下に平等であることの認識を 

絶間ない、啓蒙、啓発活動によって 

全町民に浸透させ、真に平等で安心 

レて暮せる社会を築いていく。 

郷土に対する誇りと愛着を育み 

新たな地域文化の創造のため積極 

的に文化的環境づくりを推進する。 

, 

16 ．地域文化】 

町民共有の財産である先人が遺し 

てくれた有形、無形の文化遺産の保 

護に努めるとともに、広く町民に伝 

承することにより、郷土への誇りと 

愛着心を育む。 

また、町民が秀れた芸術、文化に 

解れる機会の創出に努め、新しい地 

域文化を創造していく。 

豊
か
な
心
で
 21 

世
紀
を
担
う
人
づ
く
り
に
向
け
て
 

、 

営
で
き
る
よ
う
に
と
、
黒
土
孝
司
、
池
 

永
直
俊
両
コ
ー
チ
の
助
け
を
か
り
て
懸
 

命
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
。
審
判
台
か
ら
の
ジ
 

ャ
ッ
ジ
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
信
を
深
め
 

た
、
汗
だ
く
の
講
習
会
で
し
た
。
 

や
め
よ
う
ノ
自
転
車
の
二
人
乗
り
 

町
補
導
連
の
「
夏
休
み
の
反
省
」
 

10 

日
、
町
補
導
連
で
は
、
夏
休
み
中
 

の
活
動
の
反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
、
最
近
、
自
転
車
や
原
付
 

バ
イ
ク
の
二
人
乗
り
が
急
増
し
て
い
る
 

こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
 

二
人
乗
り
や
無
暴
運
転
は
絶
対
に
し
な
 

い
よ
う
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

八
区
竹
の
一
」
、
男
子
ソ
フ
ト
で
3
位
 

下
田
川
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

9
月
 23 

日
、
ト
田
川
4

カ
町
の
子
ど
 

も
会
親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
毎
年
下
田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
 

ブ
の
後
援
を
受
け
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
 

赤
池
か
ら
八
区
竹
の
こ
子
ど
も
会
が
代
 

表
と
し
て
参
加
、
男
子
、
女
子
と
も
に
 

大
健
闘
し
ま
し
た
。
結
果
は
男
子
が
三
 

位
入
賞
、
女
子
は
敢
闘
賞
で
し
た
。
 

「
ベ
ル
・
ア
ル
モ
ニ
ア
赤
池
」
 

女
性
コ
ー
ラ
ス
ク
ル
ー
プ
が
発
足
 

中
津
川
裕
子
先
生
指
導
に
よ
る
女
性
 

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
。
現
在
 10 

名
の
会
員
で
毎
週
日
曜
日
午
後
1
時
半
 

か
ら
2
時
半
ま
で
市
場
小
学
校
体
育
館
 

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ど
う
 

ぞ
。
問
い
合
せ
は
町
民
会
館
（
合
 28 

ー
 

4
1
0
0

）
平
川
社
教
指
導
員
ま
で
。
 

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 
自
薦
他
 

薦
不
間
c

我
求
欲
、
熱
烈
指
導
者
。
 

‘
ワ
 
8
区
の
お
年
寄
の
み
な
さ
ん
 

町
内
「
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
 

社
会
奉
仕
の
日
に
各
地
で
お
年
一
 

寄
り
の
方
が
奉
仕
し
ま
し
た
。
 

ト
 17 
支
所
の
お
年
寄
 の
み
な
さ
ん
 

依
ち
 

ま
 

ト
町
議
員
、
あ
き
か
ん
拾
い
 

す
 

で
 

パ回こコ手勿プ 
in あかいけ 

伸びよノ育てよノ子どもたち．ノ 

この喜びに満ちた顔を見て下さい。親も子も本当に輝 

いています。 昔から 『子に過ぎたる宝なし』 と言われる 

ように、子どもを大切にしない時代はありません。 

この生き生きとした子どもたちが、大きく素直に育っ 

てほしいと思うのは我々大人の願いでもあります。 明日 

の赤池を担う子どもたちよ／わんぱくでもいい、たくま 

しく育ってほしい。 どこかで聞いた言葉ですが、子ども 

の無限の可能性を弓は出すような、そんな町づく りを考 

えたいものですネ。【輝きいっぱい、保育園運動会から】 

人
権
の
尊
さ
を
知
る
 

お
互
い
を
求
め
合
う
町
づ
く
り
 

“
し
あ
わ
せ
は
み
ん
な
の
ね
が
い
）
 

枠
内
の
太
文
字
を
見
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
八
十
年
間
の
生
涯
を
部
落
 

差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
 

く
す
た
め
に
た
た
か
っ
た
故
松
本
治
一
 

郎
先
生
の
こ
と
ば
で
す
。
 

「
人
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
 

「
ま
た
侵
さ
れ
て
も
な
ら
な
い
」
 

と
い
う
意
味
で
す
。
 

一
私
た
ち
が
、
こ
の
赤
池
町
で
生
活
を
 

け
し
て
い
く
中
で
自
分
を
大
切
に
す
る
よ
 

人権学習 

う
に
、
他
の
人
も
自
分
と
同
じ
よ
う
 

大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
 

う
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。
 

い に 

私
た
ち
は
誰
で
も
、
幸
せ
に
健
康
で
 

長
生
き
し
た
い
、
愛
す
る
人
と
結
婚
し
 

た
い
、
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
た
い
 

な

ぐ

 
い
ろ
い
ろ
な
願
い
を
も
っ
 

て
ま
す
o

こ
の
よ
う
な
願
い
を
他
人
が
 

勝
手
に
ふ
み
に
じ
る
こ
と
は
決
し
て
許
 

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
一
人
が
こ
 

う
い
う
願
い
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
は
 

な
く
、
す
べ
て
の
人
が
願
っ
て
い
る
も
 

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
他
の
人
の
人
権
 

も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
尊
重
し
、
守
っ
 

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
 

偏
可
 

か
可
被
侵
 

4 

し
か
し
、
 
現
実
の
社
会
で
は
、
私
た
 

ち
の
こ
う
し
た
願
い
が
ふ
み
に
じ
ら
れ
 

て
い
る
事
実
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
は
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
 

え
ず
に
、
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
考
え
 

て
い
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
人
権
侵
害
 

と
い
う
結
果
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
 

い
で
し
ょ
う
か
。
 

「
差
割
の
こ
と
は
わ
 

か
り
ま
し
た
が
、
私
は
差
別
を
し
て
い
 

ま
せ
ん
」
 
と
い
う
よ
う
に
自
分
の
こ
と
 

だ
け
で
他
の
人
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
 

い
っ
た
、
人
権
に
つ
い
て
無
関
心
の
人
 

が
多
く
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
「
自
分
 

さ
え
よ
け
れ
ば
」
 
と
い
う
利
己
的
な
考
 

え
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
 

が
あ
る
か
ぎ
り
、
私
た
ち
の
身
の
廻
り
 

か
ら
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
し
、
私
た
 

ち
の
人
権
も
守
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
 

で
し
ょ
う
か
。
憲
法
で
も
人
権
を
守
る
 

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
保
障
さ
れ
 

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
こ
の
こ
と
を
 

守
り
、
実
行
し
な
い
限
り
た
だ
の
空
文
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

差
別
を
な
く
し
、
私
た
ち
の
人
権
を
 

守
る
た
め
に
 
「
不
可
侵
、
不
可
被
侵
」
 

全国労働衛生週間 1日～7日（労働省） 

と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
を
お
互
い
理
解
 

し
合
い
、
 

「
今
、
私
た
ち
は
何
を
し
た
 

ら
よ
い
か
」
を
考
え
、
話
し
合
い
、
実
 

行
し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
 
「
人
の
 

心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
合
え
る
町
づ
く
 

り
を
、
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。
 

〇
今
月
の
解
放
講
座
 

10 

月
 28 

日
（
水
）
 

午
後
7
時
 30 

分
同
和
対
策
中
央
研
修
所
。
 世界食糧デーー16日（農林水産省） 



新
健
康
数
室
②
 

動
脈
硬
化
に
つ
い
て
 

赤池町立病院 

内科医長 

武冨 章 

脳
の
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
 

起
こ
る
病
気
 

を
忘
れ
や
す
く
人
や
物
の
名
前
を
思
い
 

出
せ
な
い
。
 

②
感
情
失
禁
・
抑
う
つ
状
態
・
注
意
の
 

集
中
困
難
廿
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
泣
 

い
た
り
怒
っ
た
り
し
や
す
く
、
気
が
散
 

っ
て
集
中
力
が
な
く
な
る
。
 

③
自
己
中
心
的
思
考
・
頑
固
さ
廿
広
い
 

視
野
か
ら
眺
め
た
り
、
他
人
の
立
場
を
 

考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
老
人
の
頑
固
 

さ
が
出
て
く
る
。
 

④
論
理
的
思
考
力
・
判
断
力
・
計
算
力
 

「
人
間
は
血
管
と
と
も
に
年
を
と
る
」
 

の
低
下
廿
永
い
人
生
の
経
験
が
生
か
せ
 

と
い
い
ま
す
。
人
間
に
脳
が
存
在
す
 

る
よ
う
な
能
力
は
比
較
的
保
た
れ
る
が
、
 

る
か
ら
こ
そ
人
間
の
人
間
た
る
価
値
が
 

理
論
的
な
思
考
が
必
要
な
問
題
の
解
決
 

う
ま
れ
る
の
で
す
か
ら
、
脳
の
血
管
の
 

は
困
難
に
な
る
o
 

老
化
は
人
間
と
し
て
の
能
力
に
重
大
な
 

⑤
協
調
性
運
動
の
拙
劣
化
一
明
ら
か
な
 

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
 

麻
庫
は
な
い
の
に
、
動
作
が
ぎ
こ
ち
な
 

【
脳
の
動
脈
硬
化
の
特
徴
】
 

く
下
手
に
な
る
。
 

比
較
的
太
い
動
脈
（
脳
底
動
脈
や
皮
 

【
脳
卒
中
と
は
】
 

質
枝
）
の
分
岐
部
や
屈
曲
部
は
、
血
液
 

脳
卒
中
と
は
、
脳
に
障
害
と
な
る
原
 

の
流
れ
の
ア
ン
、
パ
ラ
ン
ス
の
た
め
血
管
 

因
が
あ
っ
て
急
に
自
由
が
き
か
な
く
な
 

が
硬
化
し
や
す
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
 

る
病
気
の
総
称
で
す
。
こ
れ
に
は
、
脳
 

細
小
動
脈
（
脳
内
の
穿
通
枝
）
は
梗
 

出
血
、
脳
梗
塞
、
く
も
膜
ド
出
血
な
ど
 

塞
も
出
血
も
起
こ
し
や
す
く
、
特
に
大
 

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
症
状
は
多
少
違
っ
 

脳
基
底
核
と
よ
ぱ
れ
る
部
分
は
脳
出
血
 

て
い
ま
す
が
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
 

が
最
も
生
じ
や
す
い
場
所
で
す
。
 

あ
る
人
に
起
こ
り
や
す
い
病
気
と
し
て
 

【
脳
動
脈
硬
化
症
の
症
状
】
 

恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

脳
動
脈
硬
化
症
は
、
頚
部
動
脈
や
脳
 

一
、
脳
出
血
 

動
脈
に
硬
化
が
起
こ
り
、
脳
が
慢
性
的
 

昔
は
脳
溢
血
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
し
 

な
虚
血
状
態
に
さ
ら
さ
 11 

て
、
そ
の
た
 

た
。
脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血
し
、
運
 

め
に
神
経
・
精
神
機
能
が
低
ド
す
る
病
 

動
や
言
語
な
ど
の
神
経
が
麻
庫
し
て
し
 

気
で
す
。
具
体
的
な
症
状
と
し
て
は
次
 

ま
い
ま
す
。
突
然
意
識
を
う
し
な
い
、
 

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

右
ま
た
は
左
の
運
動
麻
庫
が
あ
ら
わ
れ
 

①
記
銘
力
・
想
起
障
害
廿
新
し
い
こ
と
 

ま
す
。
出
血
の
程
度
が
強
い
と
、
し
ば
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
鶴
森
哲
男
（
ー
谷
）
〇
 

藤
田
徳
松
（
西
町
）
〇
高
木
英
信
（
大
 

和
町
）
〇
篠
原
勝
政
（
車
道
2

）
以
上
 

九
月
十
七
日
現
在
四
件
で
総
額
十
一
万
 

円
で
す
。
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
消
 

防
団
第
三
分
団
廿
2

口
〇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
 

ル
連
盟
廿
2

口
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
岩
男
キ
ミ
 

廿
5

口
 

【
古
切
手
】
役
場
廿
測
枚
〇
商
工
会
廿
 

知
枚
〇
匿
名
廿
m
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
小
松
鮮
魚
店
（
上
野
）
ビ
ー
ル
 20 

本
 

〇
小
松
春
義
（
上
野
）
清
酒
 10 

升
、
キ
 

リ
ン
レ
モ
ン
 30 

本
〇
四
区
青
年
団
、
金
 

一
封
〇
鎗
商
店
（
直
方
市
新
入
）
味
付
 

け
の
り
 50 

個
〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
歯
 

ブ
ラ
シ
 18 

本
〇
日
本
た
ば
こ
産
業
（
株
）
 

飯
塚
営
業
所
（
飯
塚
市
新
立
岩
）
た
ば
 

こ
m
個
〇
土
肥
千
代
（
小
倉
南
区
）
金
 

一
封
〇
小
松
春
義
（
上
野
）
清
酒
一
升
 

ジ
ュ
ー
ス
 30 

本
〇
小
松
鮮
魚
店
（
上
野
）
 

ビ
ー
ル
ー
ケ
ー
ス
〇
藤
川
サ
ッ
シ
金
一
 

封
〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
ビ
ー
ル
ー
ケ
 

ー
ス
、
酒
二
本
、
ジ
ュ
ー
ス
六
十
本
〇
 

全
日
本
同
和
会
赤
池
支
部
、
久
富
信
義
 

（
赤
池
）
ビ
ー
ル
四
十
本
〇
木
月
睦
夫
 

（
赤
池
）
清
酒
三
本
〇
天
国
社
（
赤
池
）
 

清
酒
ワ
ン
カ
ッ
プ
六
十
個
、
ジ
ュ
ー
ス
 

× 
10月福祉センターの行事 

【心配こと相談日】 

7日、17日、刀日 

午前10時～午後3時 

【健康相談日】 

第1火曜日（10月6日） 

【仏教講演会】 

10月13日岡 

【休館日】 

5日、10日、12日、15日 

18日、19日、26日 

【福祉バス運行日】 

毎日運行しています 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台 

 ノ 

を提供します 

※ゲート場（ナイター可）も自由にこ利用下さい。 

イ
 

×
 

六
十
本
〇
中
村
し
ず
か
（
赤
池
）
ビ
ー
 

ル
ー
ケ
ー
ス
〇
亀
井
精
肉
店
、
世
良
鮮
 

魚
店
（
赤
池
）
ジ
ュ
ー
ス
六
十
本
、
ナ
 

、
ン
十
ぬ
〇
池
田
牛
乳
店
（
上
野
）
プ
リ
 

ン
五
十
五
個
〇
世
良
久
夫
（
穎
田
町
）
 

ビ
ー
ル
ー
ケ
ー
ス
〇
藤
村
商
店
（
上
野
）
 

ド
ロ
ッ
プ
ス
五
十
缶
〇
吉
田
郊
惣
（
上
 

野
）
金
一
封
〇
上
野
駐
在
所
、
長
野
賢
 

二
（
上
野
）
ジ
ュ
ー
ス
三
十
本
〇
町
長
、
 

日
野
喜
美
男
（
赤
池
）
金
一
封
〇
町
議
 

会
議
長
、
水
永
康
雄
（
市
場
）
金
一
封
 

〇
赤
池
町
老
人
会
連
合
会
会
長
、
早
麻
 

豊
（
車
道
）
金
一
封
〇
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
 

（
赤
池
）
金
一
封
〇
藤
村
澄
子
（
上
野
）
 

金
一
封
〇
浦
田
五
月
（
花
園
）
金
一
封
 

〇
世
良
保
（
上
野
）
ナ
シ
五
十
三
個
〇
 

池
永
ス
ミ
子
、
木
戸
ェ
ツ
子
（
赤
池
）
 

ナ
シ
十
煽
、
ブ
ド
ウ
四
ぬ
〇
安
武
賢
次
 

梅
付
け
六
、
二
ぬ
 

し
ば
唱
吐
を
と
も
な
い
、
昏
睡
に
お
ち
 

い
り
、
呼
吸
が
深
く
、
い
び
き
を
か
い
 

て
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
利
 

き
腕
の
側
に
麻
庫
が
あ
る
と
、
言
語
障
 

害
を
起
こ
し
て
言
葉
を
し
ゃ
べ
れ
な
く
 

な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
失
語
症
と
 

い
い
ま
す
。
 

二
、
く
も
膜
下
出
血
 

ぐ
も
膜
は
、
脳
や
脊
髄
を
包
ん
で
い
 

る
薄
い
膜
で
す
が
、
脳
底
部
の
血
管
が
 

破
れ
て
、
く
も
膜
の
下
に
出
血
が
ひ
ろ
 

が
っ
た
状
態
を
、
く
も
膜
下
出
血
と
い
 

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
脳
底
部
の
動
脈
の
 

一
部
に
で
き
た
動
脈
癌
と
よ
ば
れ
る
コ
 

ブ
が
破
れ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
激
 

し
い
頭
痛
、
唱
吐
を
と
も
な
い
ま
す
。
 

致
命
的
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

三
、
脳
梗
塞
 

脳
軟
化
症
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
は
、
脳
血
栓
と
脳
塞
栓
と
が
あ
 

り
ま
す
。
 

①
脳
血
栓
 

動
脈
硬
化
を
起
こ
し
た
脳
の
血
管
に
 

血
液
の
か
た
ま
り
が
で
き
て
、
血
管
が
 

つ
ま
っ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。
高
齢
者
 

に
起
こ
り
や
す
く
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
 

半
身
不
随
な
ど
、
脳
出
血
の
症
状
と
似
 

た
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
症
状
の
起
 

こ
り
方
は
緩
慢
で
、
症
状
も
軽
い
も
の
 

が
多
い
よ
う
で
す
。
意
識
は
比
較
的
よ
 

く
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
話
し
 

が
で
き
る
人
も
い
ま
す
。
 

②
脳
塞
栓
 

心
臓
弁
膜
症
な
ど
が
あ
っ
て
、
そ
こ
 

ズ
 

．脅 

リ
嵩
服
叫
舶
胆
 

1
A
n
叫
 

‘ー
 

V
、いlI
ー
 

俳

旬

雑

考

⑩

 

稲
荷
 
三
木
春
翁
 

近
く
の
稲
荷
神
社
に
詣
る
と
、
坂
の
 

方
へ
拙
潟
左
側
一
‘
段
高
い
処
に
馬
頭
観
 

世
音
菩
薩
が
紀
っ
て
あ
る
。
 

昔
、
自
動
車
の
な
い
頃
、
馬
は
炭
坑
 

一〕 

や
 

ま
 

の
雑
役
に
使
わ
れ
、
小
峠
の
小
炭
坑
で
 

は
捲
上
機
の
代
り
に
馬
が
使
役
さ
れ
て
 

い
た
の
を
私
は
見
た
こ
と
が
あ
る
。
或
 

は
坑
内
作
業
に
も
馬
が
使
わ
れ
て
い
た
 

と
も
聞
い
て
い
る
。
小
炭
坑
の
石
炭
や
 

ガ
ラ
（
石
炭
を
焼
い
て
燃
料
と
し
た
も
 

の
）
を
運
搬
す
る
馬
車
が
高
園
店
や
稲
 

垣
の
店
の
前
を
通
っ
て
い
た
。
昔
の
悪
 

道
路
で
、
稲
荷
坂
で
は
雨
上
り
な
ど
、
 

馬
車
の
後
輪
が
半
分
以
上
も
埋
ま
り
、
 

馬
車
方
は
馬
を
鞭
打
ち
人
馬
一
体
と
な
 

っ
て
馬
車
を
引
い
て
い
た
光
景
を
、
私
 

は
幼
い
頃
よ
く
見
か
け
た
。
 

こ
う
し
た
馬
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
 

霊
を
慰
め
る
た
め
、
馬
と
関
係
の
あ
る
 

上野焼のレーツをさぐる 
まぼ譲『古上野焼展』 

10月10日出から11月8日 

（日）まで福岡美術館で「古上 

野焼展」が開催されます。 

上野焼は、400年近い歴史 

と伝統により昭和58年に国 

の伝統的工芸品に指定され 

ました。今回の美術展は上 

野焼の歴史をさかのぼりつ 

つ、そのルーツをさぐるも 

のです。 

上野焼協同組合の高鶴智 

理事長は「権威ある県立美 

術館の自主企画で「古上野 

焼展」が開催されることは 

上野焼の文化的、学術的価 

値を広く内外に示すととも 

に窯元にとってはなおー層 

の研究の励みになります」 

と、この美術展の成功を念 

願していました。赤池町で 

は「古上野焼展」を後援し 

前売券と資料集を販売レま 

す。こ芸術の秋ここの機会に 

美術館にでも出かけて少し 

リッチな気分に浸ってみて 

はどうでしょうか。 

⑨日時＝=10月10日（土）から11 

月8 日（日）まで※月 

曜日休館、午前10 

時～午後6時 

⑥場所＝＝福岡市須崎公園内 

福岡県立美術館 

⑥前売券=400円（大人） 

当日は50〇円 

⑥資料集=1 5 〇〇円 

⑥問い合せ＝＝役場産業振興 

課まで 

雪28一2〇〇4 

に
で
き
た
血
液
の
小
さ
な
か
た
ま
り
が
 

は
が
れ
て
血
流
に
入
り
、
脳
の
血
管
に
 

つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
で
す
。
老
人
 

だ
け
で
な
く
、
若
い
人
に
も
起
こ
り
ま
 

す
。
発
作
の
起
こ
り
方
は
急
で
す
が
、
 

症
状
は
脳
血
栓
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
 

せ
ん
。
 

四、 

一
過
性
脳
虚
血
発
作
 

軽
い
片
麻
庫
や
言
語
障
害
、
め
ま
い
、
 

視
力
障
害
な
ど
の
脳
の
局
所
症
状
が
一
 

過
性
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
を
「
一
過
性
 

脳
虚
血
発
作
」
 

（
T
I
A

）
と
い
い
ま
 

す
。
多
く
は
一
時
間
以
内
（
早
い
も
の
 

は
数
分
以
内
）
、
遅
く
と
も
二
十
四
時
間
 

以
内
に
消
失
し
ま
す
。
短
時
間
で
症
状
 

が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
患
者
さ
 

ん
は
な
に
か
の
は
ず
み
ぐ
ら
い
に
考
え
 

て
た
い
し
て
気
に
と
め
て
い
な
い
場
合
 

が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
 
一
過
性
脳
 

虚
血
発
作
は
数
回
く
り
か
え
す
と
そ
の
 

後
に
完
全
な
脳
 

梗
塞
を
起
こ
す
 
ン、 

ー

‘

 

【
ー
 

j
 

」
。
、
 

こ
と
か
多
い
の
 
ニノ 

で
、
脳
梗
塞
の
 

よ
っ
て
起
こ
る
 

病
気
に
つ
い
て
 

お
話
し
し
ま
す
（
 

難
警
 

競
簾
（
 一 （ 》 

篤
志
の
人
が
こ
の
馬
頭
の
石
碑
を
建
立
 

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
精
麗
に
掃
除
さ
 

れ
、
折
折
の
花
も
供
え
ら
れ
て
い
る
。
 

石
碑
の
横
を
柵
に
沿
っ
て
坂
を
登
る
 

と
納
骨
堂
の
白
帝
l
k
廟
が
あ
る
。
廟
の
前
 

は
広
場
で
、
広
場
の
中
央
に
は
鉄
骨
の
 

櫓
が
置
か
れ
、
盆
踊
の
く
ど
き
は
こ
の
 

櫓
の
上
で
う
た
わ
れ
る
。
 

先
年
、
大
平
総
理
大
臣
が
現
職
の
総
 

理
と
し
て
急
死
し
た
朝
刊
を
読
み
、
私
 

は
感
慨
を
覚
え
て
一
句
詠
み
た
い
と
思
 

っ
た
が
、
家
で
は
句
に
な
ら
ず
、
こ
こ
 

の
広
場
へ
来
た
。
梅
雨
の
頃
で
、
旬
を
 

案
じ
な
が
ら
そ
ぞ
ろ
歩
き
に
広
場
を
回
 

っ
て
い
る
と
、
何
回
目
か
の
途
中
、
ひ
 

ら
ひ
ら
と
一
枚
の
桜
の
落
葉
が
目
の
前
 

に
舞
い
落
ち
て
来
た
。
私
は
ふ
と
足
を
 

と
め
て
じ
っ
と
句
を
考
え
た
。
 

〇
梅
雨
落
葉
人
そ
れ
ぞ
れ
の
定
め
も
ち
 

こ
の
広
場
の
周
囲
に
は
桜
や
つ
つ
じ
 

が
植
え
ら
れ
、
よ
く
鴬
が
鳴
き
、
稀
に
 

ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
く
こ
と
も
あ
る
。
 

今
年
は
季
候
の
せ
い
か
、
初
音
を
聞
 

く
の
が
お
そ
い
な
ア
と
思
っ
て
い
る
中
 

三
月
末
の
頃
、
坂
の
途
中
で
ふ
と
一
輪
 

の
初
桜
を
見
か
け
た
。
そ
れ
か
ら
二
日
 

程
し
て
九
区
公
民
館
句
会
が
あ
り
、
終
 

川II国民年金川II 

保険料は納めましたか 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
て
い
ま
 

す
か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
お
 

調
べ
下
さ
い
。
保
険
料
を
忘
れ
て
い
ま
 

す
と
、
万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
 

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が
受
け
 

ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
歳
を
と
っ
た
と
 

き
の
老
齢
基
礎
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
 

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

も
し
納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
納
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

▼
保
険
料
の
額
 
昭
和
六
十
三
年
三
月
 

ま
で
 

月
額
七
千
四
百
円
 

来年度新入学予定者の 
健康診断・適性検査 

来年度小学校へ入学予定の子どもさんを対象 

に健康診断および適性検査が次のとおり行われ 

ます。 

●該当者ノ昭和56年4月2日から昭和57年4月 

1日生まれの人 

●上野地区=11月10日（りこ） 上野小 

●赤池・中尾・市場地区＝=10月29日（わ市場小 

レ時間はいずれも午後1時より受付。1時半よ 

り検査 ※当日はスリッパをご持参下さい。 

っ
て
三
、
四
人
と
こ
の
初
花
を
見
に
来
 

た
。
花
は
三
輪
ほ
ど
に
増
え
て
い
た
。
 

私
は
初
花
を
見
な
が
ら
「
今
年
は
鴬
 

の
鳴
く
の
が
お
そ
い
な
ア
」
と
言
っ
た
。
 

「
ア
ラ
、
毎
日
鳴
い
て
い
ま
す
ョ
。
ホ
 

ラ
今
も
鳴
い
て
・
い
る
」
と
近
藤
さ
ん
が
 

言
っ
た
。
私
は
補
聴
器
を
取
り
出
し
て
 

鴬
の
声
を
聞
い
た
。
 

〇
耳
う
と
く
鴬
鳴
く
と
言
は
れ
て
も
 

こ
の
句
は
、
昨
年
常
福
の
岩
崎
瑞
穂
 

さ
ん
宅
で
句
碑
開
き
の
句
会
が
催
さ
れ
 

た
時
、
興
国
寺
に
吟
行
し
、
詠
っ
た
句
 

で
あ
る
。
 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
松
本
た
か
し
 

〇
八
月
に
入
る
減
塩
食
欲
先
ず
勉
強
 

〇
冷
一
ロ
」
腐
売
声
町
に
夏
の
朝
 

〇
朝
食
後
漸
し
の
牛
乳
夏
に
耐
ゆ
 

〇
明
け
暮
れ
の
な
ぐ
さ
む
ー
つ
虫
す
だ
 

く
 

〇
病
床
に
朝
風
ふ
る
、
秋
の
立
つ
 

〇
神
経
痛
足
部
に
湿
布
秋
不
順
 

〇
病
床
の
タ
食
膳
に
盆
だ
ん
ご
 

〇
朝
食
に
梅
干
口
に
秋
す
が
し
 

〇
通
事
薬
頭
軽
や
か
残
暑
中
 

〇
雷
大
雨
秋
の
前
線
不
安
定
 

原子の日 ー 26日（科学技術庁） 
国民体育大会秋季大会一25日～30日（沖縄県で・文部省） 



ま
た
ま
た
や
っ
た
 

金
・
銀
・
銅
メ
ダ
ル
 
23 

個
 

『
個
人
戦
』
 

小
学
一
ー
三
年
の
部
、
峯
岡
淳
（
組
 

手
優
勝
）
〇
小
学
女
子
の
部
、
坂
田
 

早
苗
（
組
手
優
勝
）
、
長
谷
川
お
り
え
 

（
組
手
三
位
）
〇
小
四
年
の
部
、
毛
 

利
健
太
（
組
手
優
勝
）
、
堤
大
輔
（
組
 

手
準
優
勝
）
〇
小
五
年
の
部
、
木
村
 

竜
次
（
型
三
位
）
、
篠
崎
敏
幸
（
組
手
 

三
位
）
〇
小
六
年
の
部
、
坂
田
早
苗
 

（
型
準
優
勝
）
、
折
口
真
（
型
三
位
）
 

〇
中
二
年
の
部
、
山
田
哲
也
（
組
手
 

優
勝
、
型
三
位
）
〇
中
三
年
の
部
、
 

長
野
士
郎
（
組
手
、
型
共
に
優
勝
）
、
 

田
 41 
英
幸
（
型
準
優
勝
、
組
手
三
位
）
 

『
団
体
戦
』
 

小
学
生
の
部
（
長
野
秀
裕
、
坂
田
早
 

苗
、
折
口
真
）
二
位
 

中
学
生
の
部
（
長
野
士
郎
、
田
中
英
 

行
）
優
勝
〇
（
山
田
哲
也
、
立
花
直
 

樹
、
池
田
信
弘
）
二
位
 

筑
豊
地
区
空
手
道
 

選
手
権
大
会
 

●
大
会
に
出
場
し
た
 

赤
池
町
体
協
空
手
部
 

⑨
③
⑥
④
⑧
⑨
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

十
九
日
側
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11 

時
 30 

分
（
生
後
甚
明
月
）
 

圏
三
種
混
合
 

二
十
日
因
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
14
 

時
 30
 

分
（
生
議
弱
）
 

医
生
ワ
ク
チ
ン
 

十
七
日
吹
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
（
生
収
盟
ぜ
 

圏
第
七
回
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
禍
絶
 

滅
県
民
大
会
 

〇
日
時
廿
十
 
月
五
日
困
 12 

時
 20 

分
ー
 

16 

時
 20 

分
 

〇
会
場
ー
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
（
田
川
 

市
平
松
）
 

〇
主
催
・
共
催
廿
福
岡
県
薬
物
乱
用
対
 

策
推
進
地
方
本
部
・
田
川
市
・
田
川
 

郡
各
町
村
 

圏
計
量
器
の
定
期
検
査
 

ー
十
一
月
四
目
・
五
日
 
ー
 

三
年
に
一
度
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
 

こ存じですか 

タt: aL)行政相談委員 

行政相談週間（10月11日～17日） 

毎IIの暮らしの中で、道路の整備 

や環境衛生のことに、苫情や要望・ 

意兄はありませんか。 「苦情はある 

が、直接役所に行って言いにくい」 

「と『こへ申し出たら良いかわからな 

い」という方は、行政相談委員に相 

談されたらいかがでしょう。 

10月11日～17L1までは「行政相談 

週間」 です。この機会に、日ごろの 

なやみや要望を申し出てトさい。 

赤池町の行政相談委員は岡田宗治 

さん（本町）です。 

容2 8 --- 2 5 9 5 

=＝合同巡回行政相談 

が行われます 

〇10月13日因 

―中尾生活館 

〇10月17日（一I一） 

一福祉センタ 

時間はいず 

れも10時から 

15時までです。 

計
量
器
の
定
期
検
査
が
来
た
る
十
一
月
 

四
日
、
五
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

検
査
の
対
象
は
 
「
取
引
」
、
「
証
明
」
 

に
使
用
さ
れ
る
「
は
か
り
」
な
ど
の
「
 

計
量
器
」
全
て
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

定
期
検
査
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

詳
細
は
役
場
産
業
振
興
課
ま
で
 

〇
日
時
・
場
所
 

十
一
月
四
日
（
水
）
 

午
前
 10 

時
 30 

分
ー
正
午
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

午
後
1
時
ー
午
後
3
時
 30 

分
 

ノ
ョ
ノ
ピ
ち
ケ
タ
ー
「
ア
カ
イ
ケ
」
 

●
十
一
月
五
日
（
木
）
 

午
前
 10 

時
 30 

分
ー
正
午
 

赤
池
町
役
場
 

午
後
1
時
ー
午
後
3
時
 30 

分
 

赤
池
町
役
場
 

圏
行
旅
死
亡
人
 

昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
六
日
、
水
 

巻
町
立
屋
敷
J
R
鹿
児
島
本
線
軌
道
上
 

で
蝶
死
さ
れ
た
男
性
の
身
元
を
捜
し
て
 

い
ま
す
。
 

〇
年
齢
・
性
別
廿
 30 

歳
ー
 50 

歳
の
男
性
 

〇
着
衣
・
所
持
品
廿
か
さ
（
黒
色
一
本
）
 

黒
革
く
つ
（
 25 

m
）
、
時
計
（
セ
イ
コ
 

ー
ク
オ
ー
ツ
）
、
ズ
ボ
ン
（
グ
レ
ー
）
、
 

パ
ン
ツ
（
ブ
リ
ー
フ
）
、
半
そ
で
シ
ャ
 

ツ
（
ア
ー
ノ
ル
ド
パ
ー
マ
ー
）
 

※
問
い
合
せ
先
 

遠
賀
郡
水
巻
町
大
字
頃
末
八
八
〇
 

水
巻
町
民
生
課
 

容
0
9
3
1
2
0
1
1
4
3
2
1
 

圏
無
縁
墓
地
の
改
葬
 

⑧⑨⑧ 広
報
「
あ
か
い
け
」
の
担
当
と
な
っ
 

早
や
一
年
。
そ
の
間
の
シ
ソ
タ
、
し
 つ，て 

た
、
叱
吃
、
激
励
。
あ
り
が
と
う
こ
ざ
 

い
ま
し
た
。
毎
月
、
記
事
が
多
く
、
載
 

せ
ら
れ
な
か
っ
た
出
来
事
も
多
々
有
り
 

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
わ
び
し
 

ま
す
。
こ
う
書
く
と
、
係
を
変
わ
る
挨
 

拶
文
み
た
い
で
す
が
、
ド
ノ
コ
イ
し
ぶ
 

と
く
こ
の
係
に
居
座
る
つ
も
り
で
す
。
 

で
も
宮
使
い
の
つ
ら
さ
m
。
明
日
か
ら
 

「
ど
こ
の
係
」
へ
行
け
、
と
言
わ
れ
れ
 

ば
 
「
ハ
イ
」
。
パ
ス
カ
ル
と
違
っ
て
、
 

私
の
場
合
は
 
「
考
え
な
い
葺
」
、
風
が
な
 

び
く
よ
う
に
、
そ
れ
な
り
に
…
。
こ
れ
 

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
北
九
州
市
八
幡
西
 

区
大
字
浅
川
六
二
二
、
六
二
四
ー
一
 

ー
三
、
六
二
六
ー
一
、
二
（
通
称
浅
 

川
向
墓
地
）
 

▼
墳
墓
数
 
五
十
五
基
 

▼
改
葬
理
由
 
土
地
区
画
整
理
事
業
の
 

た
め
 

▼
届
出
先
 
北
九
州
市
八
幡
西
区
浅
川
 

二
丁
目
九
番
二
十
号
（
北
九
州
市
第
 

二
浅
川
土
地
区
画
整
理
組
合
）
 

容
0
9
3
1
6
0
2
1
4
1
3
9
 

▼
届
出
期
限
 
昭
和
六
十
二
年
十
月
一
一
 

十
日
 

10月は町県民税3期分国民健康保陀 分の納税月です 


